
海外安全対策情報（平成２７年度第３四半期（１０月～１２月）） 

 

在ベトナム日本国大使館 

 

 

１ 社会・治安情勢 

（１）国家の統治及び社会秩序を著しく不安定にするような戦闘、暴動等の発生は確認

されていないが、殺人、麻薬の密輸、人身売買事案など凶悪事件の発生や検挙が日々

報道されている。また、旅行者や在留邦人に対するスリや置き引きなどの犯罪被害

も当館に報告されており、治安状況については一定の注意を要する。 

（２）２０１４年５月南シナ海情勢をめぐり、ハノイ市内を含むベトナム全土において

大規模な中国に対する抗議行動が行われた。今後も同情勢が越国内世論にいかなる

影響を与えるかについて、注視していく必要がある。 

（３）当地の対日感情を損なう情報には特段接していない。 

 

２ 一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

（１）ハノイ市統計局ホームページに掲載されている記事から昨年１年間のハノイ市に

おける犯罪発生状況及び検挙状況等を抜粋したもの。（平成２７年１月～１２月実

績） 

 【刑法犯関係】 

  ア 刑法犯発生件数：５，５８９件（前年同期比－３．７％） 

  イ 刑法犯検挙件数：４，４７９件（前年同期比－１．３％） 

  ウ 刑法犯検挙人員：７，９９４人（前年同期比＋４．７％） 

 【薬物犯罪関係】 

  ア 薬物犯罪検挙件数：２，２８８件（前年同期比－１３．７％） 

  イ 薬物犯罪検挙人員：２，８５６人（前年同期比－１５．２％） 

 【交通事故関係】 

  ア 事故発生件数：１，６８０件（前年同期比－１５．７％） 

  イ 事故死亡者数：６０８人  （前年同期比－４．９％） 

  ウ 事故負傷者数：１，４２７人（前年同期比－２３．１％） 

（２）邦人被害事案 

  ア １０月下旬の昼間、ハノイ市内のイベント会場を訪れていた在留者が、休憩所

において、置き忘れたｉＰａｄを盗まれる窃盗被害が発生している。 

  イ １０月下旬の昼間、ハノイ市内の大型ショッピングモールを訪れていた在留者

が、所持していたバッグから、財布を盗まれる窃盗被害が発生している。 

  ウ １１月下旬の夜間、ハノイ市内のナイトマーケットを訪れていた旅行者が、所

持していたバッグから、財布やパスポートなどを盗まれる窃盗被害が発生してい

る。 

（３）邦人以外の被害事案 

  ア １０月１９日、クアンニン省において、走行中に故障したバイクを押していた

オランダ人旅行者からｉＰｈｏｎｅを盗んだ窃盗容疑でベトナム人が逮捕された。

同人は、オランダ人旅行者を助ける振りをして近づき、道を照らすために旅行者



から借り受けたｉＰｈｏｎｅを持ち逃げしたとして取り調べを受けている。 

  イ １１月５日、ダナン市内路上において、ロシア人旅行者から、ｉＰｈｏｎｅや

宝石、現金が入ったバッグを盗んだ窃盗事件が発生している。その後の捜査で、

ｉＰｈｏｎｅを売った店からの情報により、犯人のベトナム人容疑者を割り出し

逮捕している。 

  ウ １１月２６日、ダナン市ソンチャー区の路上において、同市に居住する中国人

男性が、何者かに拳銃で撃たれ死亡する殺人事件が発生している。その後の捜査

で、被害者とビジネス上のトラブルがあった中国人容疑者をカンボジアにおいて

逮捕している。 

 

３ テロ・爆弾事件等発生状況 

テロ事件の発生については認知していないが、１１月２２日クアンビン省において

土を掘っていたところ埋まっていた不発弾が爆発し、ベトナム人２名が死亡する事件

が発生している。ベトナムでは、毎日のように不発弾の爆発が起き、毎年不発弾によ

り、１，５００人以上が死亡し、２，２００人以上が負傷していると国防省関係者が

述べている。 

 

４ 誘拐・脅迫事件発生状況 

  邦人の誘拐・脅迫事件の発生は認知していない。 

 

５ 日本企業の安全に係わる諸問題  

１１月にゲアン省に所在する日本資本の工場において、待遇の改善や賃上げなどを

要求する１，０００人規模のデモが１件発生している。また、デモは１日で収束して

いる。 

 

 


